
海上自衛隊訓令第２号

自衛隊法施行令（昭和２９年政令第１７９号）第３２条の規定に基づき、護衛隊

の編制に関する訓令を次のように定める。

昭和２９年７月１日

防衛庁長官 木 村 篤太郎

護衛隊の編制に関する訓令

第１条 護衛隊は、護衛艦２以上をもつて編成する。

第２条 護衛隊の長は、護衛隊司令（以下「司令」という。）とする。

２ 司令は、１等海佐をもつて充てる。

３ 司令は、護衛艦隊司令官又は護衛隊群司令の指揮監督を受け、護衛隊の隊務を

統括する。

第３条 地方総監は、防衛大臣が別に定める場合を除き、自衛隊法（昭和２９年法

律第１６５号）第６章に規定する自衛隊の行動及び防衛省設置法（昭和２９年法

律第１６４号）第４条第１８号の規定に基づく警戒監視並びにこれらを円滑かつ

効果的に遂行するために直接必要な部隊訓練の実施に関し、前条第３項の規定に

より護衛艦隊司令官の指揮監督を受ける護衛隊（当該地方総監に隷属する地方

総監部に籍を置く護衛艦から成るものに限る。）の全部又は一部を指揮する。

附 則

１ この訓令は、昭和２９年７月１日から施行する。

２ 船隊の編制に関する訓令（昭和２８年警備隊訓令第１号）は、廃止する。

附 則（昭和３５年４月３０日海上自衛隊訓令第１８号）

この訓令は、昭和３５年５月１日から施行する。

附 則（昭和３５年９月２７日海上自衛隊訓令第３３号自衛艦籍の編入等に

関する訓令の一部を改正する訓令附則３項）（抄）

１ この訓令中、警備艦、掃海艦、敷設艦、警備艇、「ゆうちどり」、「おきちどり」、

掃海母艦、敷設艇、特務艇に係る部分は昭和３５年１０月１日から、「ひらど」

に係る部分は、昭和３５年１０月３日から、「ちはや」に係る部分は、昭和３５

年１０月４日から施行する。

附 則（昭和３６年９月１日海上自衛隊訓令第５０号自衛隊法施行令第１５

条から第２２条の５までの改正に伴う海上自衛隊訓令の整理等に関す

る訓令第１条）（抄）

１ この訓令は、昭和３６年９月１日から施行する。

附 則（昭和４０年３月２０日海上自衛隊訓令第１１号）

護衛隊の編制に関する訓令



この訓令は、昭和４０年３月２５日から施行する。

附 則（平成２０年３月２５日防衛省訓令第１２号防衛省職員の健康管理に

関する訓令等の一部を改正する訓令第６９条）（抄）

１ この訓令は、平成２０年３月２６日から施行する。

附 則（平成２３年３月１１日海上自衛隊訓令第４号）

この訓令は、平成２３年３月１６日から施行する。

護衛隊の編制に関する訓令


